



























































































































































































の「田園都市（The First Garden City) レッチワース（Letchworth）への訪問調査は，その
衛生学研究の上からもかなり新鮮な印象を残したものだったようだ。
日本においても，レッチワースにおける「田園都市」については，エベネザード・ハワー
ド(Ebenezer Howard)の最初の書物 ‘To-morrow : A Peaceful Path to Real Reform’ 1898. やそ
の改訂版，‘Garden Cities of To-morrow’ 1902, によって知られており，後者や1905年に出た













































田園都市ウエルウィン（Welwyn Garden City) も訪れて調査しており，これら田園都市で最
も着目したのは，そこに住む人々の健康状態であった。その点も詳しく分析し，たとえば英
国全体の死亡率とりわけ，乳児の死亡率比較では，田園都市の健康状態が非常に良好な結果
がみられ，これをさらに，東京，大阪，金沢における当時の乳児の死亡率と比べても，日本
のそれが高すぎる点を指摘している。
すなわち，今後めざすべき健康な生活を考えてゆく上で，｢田園都市の出現とその将来に
おける発達如何は社会の健康如何と大なる関係を有するものと見るを得べく，医学者，衛生
学者の又大いに注意すべきこと」(前掲論文，118ページ）と述べている。この訪問では偶然
「汽車にてハワード氏は恰も余の隣席にありて余がレッチウォース訪問の目的あることを察
し親切に説明して処々に紹介して呉れたことは感謝するところである」(前掲論文，115ペー
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ジ）とその貴重な体験にもふれている。
４．｢住・食・衣」の思想と健康
植木良佐は星野鐵男の学問とその生き方について次のように述べている。
「彼は小さい論文や報告を作る事に余り頓着しなかった。彼の着眼は今少し高く，従来研
究室に閉じ込められて窒息しかゝって居た我国の衛生学を，広い自由の天地に解放し，医学
者間にまで医学の小分科としか見做されなかったものを，医学其物と対立すべき本来の位置
に戻し，又これを一部専門家の手から解放して，一般家庭の日常生活に織り込まうとした。
それが彼の目的であったと。
厚い信仰に根ざして人生の深い理解を持ち，観察の鋭さと応用の自由さとに特に恵まれた
彼は，かゝる事に就いて最適材であった。
見るべし，彼は独り学内に止らず，出でゝは北陸の天地を嵐の如く駆け廻って，霊魂と肉
体との聖潔を呼号した」(前掲書，129ページ）
星野は自らの生涯を支配している二つの重要なものとは，ひとつは医学であり，他は聖書
の研究である「『前掲書』135ページ）と述べているが，帰国後，彼はキリスト教の伝導活
動のほか北陸各地での講演会や出版による衛生文化啓蒙活動を活発に展開した。たとえば，
1925（大正14）年には恩師横手千代之助の在職25周年記念出版に当り，横手社会衛生叢書第
四冊『住宅問題』を分担執筆している。この論稿はその後の星野の住環境論への基本的視点
が提出されている点でも注目される。その概要については，拙論文「星野鐵男の生活文化論」
（『関西学院大学社会学部紀要第87号』2000年）に紹介したが，健康を保ちまた健康を増進
するために住宅づくりの諸条件を合理的に整備することの必要を詳細かつ丹念に提唱し，自
らそのモデルハウスを金沢市内に設計，監督し，その新築の家に住んだ。
この論稿では，たとえば，家は，その内に住む人々と共に変化し成長してゆくべきもので，
住む者を一歩一歩高め深めるよう工夫をこらす必要がある。ことに成長期にある児童にとっ
て，家は絶えずその成長を助長し健康を増進するよう理想を以て工夫考案さるべきである，
と考える。健康の増進とは，肉体と精神との両者のそれであり，家はこの両者の健康を増進
し維持する生活環境である点を強調している。
ここで指摘された住生活環境が健康にとって最重要課題であることは，その後も随所で強
調しており，1929（昭和４）年に刊行された「東西の衣食住」(『衛生文化思想普及会パンフ
レット』第13輯）では，たとえば，子孫に富を残すということは，実は「子孫のために独立
自治生活をするに足る健康と知識と高潔なる品性を遺産として与えることが最も大切」と指
摘し，｢子孫の健康のためには栄養ある食物を与え，健康なる家に住わせ，身体の鍛錬を計
りて幼少の頃より健康の増進に注意せねばなりません」と述べる。
さらに，従来は〈衣食住〉と申してきましたが，｢肝要なるものより順に並ぶるとすれば，
住食衣と全く倒になすべきであります」と住・食・衣の思想を提唱している。(『前掲パンフ
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レット』29～30ページ）
星野のこの住宅環境論は，安部磯雄の「家庭経営」の原則という説の延長線上に位置する。
すなわち，安部の『理想の人』(金尾文淵堂，1906年，82～94ページ）によれば，家庭の幸
福の第一条件が健康ということにあるとすれば，まず住宅の選択を第一とし，食物の質に注
意することを第二とし，衣服のことはこれを第三に置かねばならぬ，と指摘している。
あるいは，1927（昭和２）年には，『清潔の徹底』『環境の浄化』『正しい生き方』という
３部作が『衛生文化パンフレット』第２～４輯として刊行されている。環境と健康観という
点に関していえば，とりわけ第二篇の『環境の浄化』では，文化的存在としての人間にふさ
わしい健康とは何かについて多角的に論及されている。
彼のいう「浄化」とは，たとえば汚れた空気をきれいな空気にすることであり，飲料に適
せぬ水をある方法で清潔な水にすることである。さらに「環境の浄化」とは，私たちの生活
環境の健康に適せぬ状態を，健康に適する状態に整えることであるという。少なくとも30年
50年先を予想して一日も早く都市の「田園化」を計らねばならぬと警鐘を鳴らし，これこそ
緊急の課題だと指摘している。
「世には大都市を以て誇こる愚かな者があります。かかる愚かな者によって環境は汚され
て来るのであります。厖大なる田園味に欠ける都市は，近世産業の生み出した一つの社会的
悪であります｡」(『清潔の徹底』衛生文化思想普及会,〈再版合体版〉1930, 93～96ページ参
照）
つまり，都市にももっと充分な光と空気とを必要としている。その「住居の浄化」とは，
まず家の周囲に，空地を設けること，街路を広く，横丁をもっと多くし，空地には緑樹を植
える。しかも間取りもゆとりのある大きな部屋にし，光をたっぷりとり入れる。子供は自然
の懐において教育すべきものであるから，広々とした運動場が欲しい。病人にとって最もよ
い薬は，自然と親切な静かな看護だから，病院は緑の樹木に包まれた，散歩道のある環境に
建築され，経営されなければならないはずだ，という。(津金澤「星野鐵男の『環境浄化論』」
『月刊・健康』1999年３月号）
星野は，常に「健康な住心地のよい，明るい社会」の実現を願っているのだが，その現実
認識は鋭い洞察力に満ちていよう。
「日本の社会を見ますと，混沌としているのではないですか。子供の時から，のびの
びと成長することの難しい社会ではないですか。人が多くて仕事が少ない社会ではない
ですか。表面的な礼儀はあっても，内心からの親切の少ない社会ではないですか。結核
やチフスやら，肺炎やら消化器病やら，願わしからぬ病気の常に多い，不安な社会では
ないですか。働いても働いても，収入の増える事も少ない，悲しい社会ではないですか。
私は思うと憂うつに閉ざされるのです｡」(前掲『清潔の徹底』75ページ）
星野のいう「環境の浄化｣「都市の田園化」の提唱は，ユートピアに近い感もなきにしも
あらずだが，こうした真剣な取り組みや改善への勇気ある発言が，今からすでに80年前にな
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されていることに注目したい。そして，その現実の日本社会に対する鋭い洞察は，今なお新
鮮な切実さで迫ってくる。
このほか，1928（昭和３）年には，『衛生文化パンフレット』のシリーズとして，『家の話』
『顔の話』『窓の話』といったユニークな３部作も発表している。さらに，1929年には『健
康増進に必要な知識』を第14輯として発行，翌年には『愛児のために何を為すか』，1931
（昭和６）年４月には『養教育の神髄』を『衛生文化パンフレット』第21～22輯として発行
している。
その年11月下旬に，医師のすすめに従い，｢気候暖き阪神地方」に転地療養に出かけたが，
病床で執筆したという『性教育の実際』を出版した後，突然急病で入院となり，同年12月20
日，満41才という短い生涯を閉じ，召天された。(前掲『星野鐵男』９ページ）
星野の「環境と健康」観を明らかにするためには，彼のキリスト教の信仰と伝導活動との
深い関わりと切り離して論ずることは一面的のそしりを免れないが，これらは今後の課題と
なろう。ただし，この問題については，すでに，星野達雄による多くの研究が発表されてい
る。たとえば，『星野光多と群馬のキリスト教』(キリスト新聞社，1987年)，『からし種一粒
から 星野るいとその一族』(ドメス出版，1994年)，｢内村鑑三を師とする星野鐵男｣
（『内村鑑三研究』第31号，1995年11月)，『群馬の里から』(枝門舎，1997年）などなどであ
る。当面はまず，これらの貴重な研究成果を学ぶことから出発したい。
〈付記〉本研究ノートは，桃山学院大学総合研究所2004～5 年度）共同研究「環境と健康｣
（代表・高橋ひとみ教授）の研究成果の一部である。記して感謝します。
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